
 

 

 

 

 

 

 

１．自然を感じながらお散歩しませんか 

いらご さららパークでは、２種類のウォーキングコースを用意しています。風の音や水の音、鳥の声に
耳を傾けながら、自然との出会いをお楽しみください。（年中無休で、誰でも利用できます） 

① いらご さららパークへはこちらから 

 駐車場から見える

看板が入口の目印で

す。園内マップのほか、

見どころを紹介して

います。 

② 湧水と雨水でできた「みどり池」 

 ヤゴや魚類など多く

の水生生物が生息して

います。 

また、一年を通して

野鳥が観察できます。特に秋季・冬季は大陸   

からの渡り鳥で賑わいます。 

③ 夢見ヶ丘展望台 
 園地全体を見渡せ、三河湾を望める園内の最高峰です。

西には、伊良湖岬にある古山と、三重県鳥羽市の「神島」

が見えます。 

展望台のまわりには、野鳥の解説板があります。タカ

の渡りで有名な伊良湖らしく、秋にはサシバやハチクマ、

ツミなどの小型の種類が見られます。 

④ 小松島 
 希少な海浜性植物を保全している島です。特に「ハギクソウ」は、日本国内で確実に生育が確認できるのは渥美半

島のみと言われており、県条例によって保護されている貴重な種です。 

 

 

 

 
 

 

 

紅葉（２月中旬）  花の様子（４月下旬）      愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 

 

⑤ ３つの広場で渥美半島の海岸沿いの自然を表現 
 

 

 

 

 

 

 

 

駐車場 

⑤ 

 

「いらご さららパーク」は、渥美半島先端の田原市伊良湖地域の原風景である「砂丘と湧水（オアシス）の
再生」をテーマに伊良湖休暇村公園内に愛知県が整備した園地です。皆様のご来園を心よりお待ちしております。 

 

① 

② 

④ 

③ 

いらご さららパーク通信 No.9 ２０２０年９月 

愛知県自然環境課 

ハギクソウ ハイネズ ＜ハギクソウ＞愛知県：絶滅危惧ⅠＡ類  

・海岸の砂地に生えるトウダイグサ科の多年

生草本 

・4～5 月に黄色の花をつける。冬が近づくと

少しずつ色づき始め、12 月～2 月頃に赤い

色に紅葉する。 

・名前の由来は、葉の展開した姿が、菊の花

に見えることから。 

水の広場：海をイメージ 

     水遊びができます（夏季） 

砂の広場：海岸をイメージ 

     砂遊びができます 

花の広場：砂丘と後背地の植生を再現 

←ネコノシタ（ 7 ～ 9月 ） 

ハマゴウ（ 7 ～ 9月 ）→ 



＜お問い合わせ先＞ 
愛知県環境局環境政策部自然環境課 調整・施設・自然公園グループ 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目 1 番 2 号 
電話：052-954-6227、ファックス：052-963-3526 

 E メール：shizen@pref.aichi.lg.jp 
＊事業の詳細はウェブページをご覧ください。  

http://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/irago/irago.html  

２．特定外来生物である「オオキンケイギク」の駆除活動を実施しました（２０２０年６月５日） 

 特定外来生物である「オオキンケイギク」が確認されているため、自然再生の取組の一環として、休暇村
伊良湖、田原市役所の皆様にご協力いただき、駆除作業を行いました。数年前に比べるとかなり数が減って
いますが、今後も継続的な取組が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.「自然観察サポーター」のガイドによる自然観察会について 

「いらご さららパーク」の園地は自由に散策することができますが、より詳しく自然について学びたい
方のために、休暇村の「朝のお散歩会」（7:00～）に併せて「自然観察サポーター」のガイドによる自然観
察会を毎週１回程度行っています。朝の爽やかな風の中、海浜性植物や野鳥をはじめとした現地の自然を学
べる観察会はいかがでしょうか？どなたでも参加していただけますので、是非お越しください。 
詳細は休暇村伊良湖（0531-35-6411）まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.ＡＥＬネット環境学習スタンプラリーに参加します 

AELネット（Aichi Environmental Learning Network の略）に加盟する環境学習施設、市町等が連携して

スタンプラリーを開催します。「いらごさららパーク」でもスタンプを獲得することができますので、是非

お越しください。 

開催期間：2020年 9月 1日（火）～2021年 2月 28日（日）  

スタンプ設置場所：休暇村伊良湖 本館フロント  スタンプ可能時間：7:00～21:00 

詳細はウェブページをご覧ください。https://ael-stamp.jp 

 

 

 

 

自然観察会の概要 
【実 施 日】原則、第 1、3月曜及び第 2、4日曜 

                         【集合場所】田原市中山町大松上１ 
休暇村伊良湖 本館ロビー 

                               （園地に隣接する建物です。） 
                         【所要時間】30分～１時間程度 
                               （天候等により変更。途中退出可。） 
                         【そ の 他】・参加費無料、事前申込不要 

・少雨決行、荒天中止  
・参加された方には、記念品（オリジ 
ナルエコバッグ）をプレゼント！ 

 
※実施日等については変更する可能性があります。事前に休暇村伊良湖へご確認ください。 

＜オオキンケイギク＞   
・ 北アメリカ原産のキク科の多年草であり、観賞用や緑化用として明治時代に日本に持ち込まれた。 
・ 河川敷等の草地で繁殖し群落を作るため、生態系に大きな影響を与える。 
・ 外来生物法に基づく特定外来生物に指定されている。 
 

休暇村伊良湖情報 

〒441-3615 田原市中山町大松上１ 
電話：0531-35-6411 
http://www.qkamura.or.jp/irago/ 
 

休暇村伊良湖（きゅうかむら いらご）は、「いらごさららパーク」に隣接し、
宿泊はもちろん、日帰りでお食事のみのご利用も可能です。 
野外施設として、キャンプ場、コテージ、テニスコート、グラウンド、体育館な

どがあります。 

●←いらごさららパーク 

駆除したオオキンケ

イギクは 53 袋分 


